
第１２６回研究倫理審査委員会【議事要旨】 

 

 開催日時 ： 令和５年１月１２日（木）  １３:３０ ～１４:００ 

 

場  所 ： Zoomにより開催 

 

出席委員 ： （外部委員） ☑飯塚 雄一 委員 

☑秦 美恵子 委員 

             ☑真玉 保浩 委員） 

      （内部委員） ☑大﨏 美樹 委員長 

☑中川 忠彦 副委員長 

☑小田 美紀子 委員 

☑橋本 由里 委員 

             ☑平井 由佳 委員 

      （記録）廣野 史子（事務部管理課）           

 

議 題   

１．下記申請書１件の審査 

Ｎｏ．３８３          

申請者：林 健司 

課題名：中山間地域で開催した知識伝達型介護予防教室への参加を終了した高齢者の生活 

様相 

 

結 果：【条件付き承認】 

結果を伝える際に、以下のことを申し添えた。 

ヒアリングで出た意見について検討いただき、修正いただいたものを、再度審査委員会で

確認させていただきたい。 

① 研究計画書について 

・研究目的の中に意義や何を検討するかを記載すること。 

・介護予防教室参加者の住所使用の許可について記載すること。 

・調査項目の欄にインタビューでの質問項目を箇条書きで記載すること。 

・研究参加者を10名程度にする理由を追記すること。 

・研究参加者への謝礼について記載すること。 

・研究参加者に対して結果の説明方針を記載すること。 

・データ収集期間について記載すること。 

②説明文について 

・目的の欄に意義を追加すること。 

・全体的に研究参加者である高齢者に向けて丁寧な説明文にすること。（研究結果の公

表について等） 

・「研究協力を拒否しても今後地域で行われる介護予防教室への参加を妨げないことを

確約する。」という内容を記載すること。 

・同意書・同意撤回書の提出方法について分かりやすく記載すること。 

・同意書の返送期限は空欄にすること。 

 

 



③同意書について 

・説明者署名欄は自署又は印字に押印すること。（同意撤回書も同様） 

・チェックが必要な箇所の具体的な説明を記載すること。 

・項目を説明文の項目と同様の記載にすること。 

・「十分な説明を受けました。」を「説明文を読んで理解しました。」と変更すること。 

 ④インタビューガイドについて 

・質問項目を高齢者に向けて柔らかい表現にすること。  

 

２．迅速審査で承認した申請書７件の報告 

 以下の７件について、迅速審査で承認された旨、大﨏委員長から報告があった。 

① Ｎｏ．３７８  審査日：令和４年１１月２日 

申請者： 小田 美紀子 

課題名： 島根県における中堅期保健師の「なりたい保健師」の実現を目指した人材育成 

 

② Ｎｏ．３７６  審査日：令和４年１１月４日 

申請者： 鈩 貴裕 

課題名： 統合失調症患者が服薬アドヒアランスを獲得するに至った起因とそのプロセス 

 

③ Ｎｏ．３７１  審査日：令和４年１１月１６日 

申請者： 荒井 恵美子 

課題名： 地域食材の栽培から献立作製、調理、喫食までの一元化した食育手法の開発 

 

④ Ｎｏ．３７３変更  審査日：令和４年１１月２５日 

申請者： 桑原 沙希 

課題名： 妊娠34週以降に予定帝王切開術が決定した母親の“母親としての自信”の変化

と助産ケア 

 

⑤ Ｎｏ．３８０  審査日：令和４年１１月２９日 

申請者： 大﨏 美樹 

課題名： 女子大学生の子宮頸がんとヘルスリテラシーに関する実態調査研究 

 

⑥ Ｎｏ．３３９変更  審査日：令和４年１１月３０日 

申請者： 日野 雅洋 

課題名： 精神疾患患者のリカバリープロセスにおける隔離体験の意味づけの変化に関す

る研究 

 

⑦ Ｎｏ．３７９  審査日：令和４年１２月１５日 

申請者： 阿川 啓子 

課題名： JR木次線が地域愛着に与える影響～沿線高校に通学する高校生の分析～ 

 

３．倫理研修会について 

  日時：令和５年１月３０日（月）１０：００～１１：３０開催の倫理研修会について、

大﨏委員長より周知があった。 

                                ～ 以上 ～  

                               議事記録者名(事務部管理課：廣野 史子) 


